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匿名・流動型犯罪グループによる犯罪被害対策

のための技術的措置に関する有識者検討会
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１．被害防止の責務
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御意見を踏まえて整理した制度・運用イメージ

犯行計画の把握
(被害切迫者の特定)

パトロール強化

○ 重大な犯罪による被害が発生･拡大する
蓋然性がある。

○ 犯行計画の把握等により、被害が切迫
している者が特定された。

被害防止の責務を具体化

被害切迫者への防犯指導など被害防止策を
講じる責務

(参照)
・ 警察法第２条第１項
・警察官職務執行法第１条第１項

被害切迫者犯人

強盗･詐欺

【犯行計画】

警戒の呼び掛け

分析･対策
担当者



２．「遠隔解析」の開始に向けた手続
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御意見を踏まえて整理した制度・運用イメージ

① 情報の分析、対策の検討
○ 被害の発生･拡大の高度な
蓋然性がある。
○ 急を要する。
○ 他の方法では速やかに情報
が得られない。

・ 専門的知見を有する警察官
・ 警察庁による組織的統制

③ 要件の検討
○ 遠隔解析の必要性
○ 対象端末の特定
○ 取得情報の特定

裁判官

⑥ 許可状の発付

② 犯行計画の把握のため
遠隔解析を依頼

④ 裁判官に許可状
を請求

⑤ 要件の審査



３．「遠隔解析」の実施
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御意見を踏まえて整理した制度・運用イメージ

○ 犯人グループが使用する端末にアクセス

○ 端末内の情報を確認

○ 必要な情報を複写・取得

○ 許可状で取得が認められた情報以外を削除

●●:●●●
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指示役

秘匿性の高い通信アプリ

【詐欺】
･架電先リスト
･欺罔方法
･振込先 等

【強盗】
･役割分担
･集合場所
･標的の住所 等

実行役

遠隔解析の実施

犯
行
の
指
示 捜索･差押えに係る最高裁判例、確立した実務等

を踏まえ、制度を運用。



４．被害防止の責務の達成
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御意見を踏まえて整理した制度・運用イメージ

犯行グループの犯行計画が判明した場合、
現場活動等を通じて被害を防止

遠隔解析で得た情報(犯行計画)

パトロール強化

被害切迫者犯人

強盗･詐欺

【犯行計画】

警戒の呼び掛け

分析･対策
担当者

･ 被害切迫者の氏名･住所
･ 犯行の日時､手口
･ 実行犯の凶器､役割分担 等



引き続き御議論いただきたい事項

② 「遠隔解析」の適正性担保のための事後手続

・ 「遠隔解析」の対象となった電子計算機の使用者への通知

「遠隔解析」の対象となった電子計算機の使用者への通知の必要性 、通知が困難な場合や通知すること

によって被害防止措置に支障が生じる場合の対応等

・ 事後的なチェック

「遠隔解析」が適正に実施されていることを担保するための事後的なチェックの在り方

③ 遠隔解析により得られた情報の活用

被害防止を目的として行われる「遠隔解析」により取得した情報の活用の在り方

① 基本的な制度・運用の在り方

匿名・流動型犯罪グループによる犯罪被害対策のための技術的措置に係る基本的な制度・運用の在り方
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